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2. 光触媒加工技術「セリスト®」について 

光触媒を使用し、自然光のエネルギーを利用して、繊維上に付着した特定のウイルスの数

を減少させる効果を発揮する加工技術です。酸化チタンを主原料とする光触媒には、光（紫

外線）の力を利用して悪臭成分等の不快物質を分解する作用があり、抗菌、抗ウイルス、

VOC低減・消臭等の機能を付与することが出来ます。 

「セリスト®」はこの酸化チタン微粒子を生地（ファブリック）の風合に悪影響を及ぼす

事なく、表面に固着させることを可能とした当社のオリジナル技術です（特許第 4074939

号）。 

酸化チタンは、アメリカでは 1968年、日本では 1983年に食品添加物として認定されるな

ど、広く食品や化粧品などにも利用されている物質です。セリスト加工剤に関しては、一

般財団法人日本食品分析センターで以下の結果を確認しています。 

・急性経口毒性(LD50) ：2,000mg/kg以上 

・皮膚一次刺激性試験 ：無刺激性 

 

 

3. これまでに行ったインフルエンザウイルスに対する試験結果について 

対象 結果 試験機関 試験時期 報告書 No. 

A ソ連型 
抗ウイルス活性値 
2.0(99.0%低減) 

一般財団法人 
北里環境科学センター 

2010 年 2 月 
北環発 
21_0167(2)号 

A 香港型 
抗ウイルス活性値 
2.7(99.8%低減) 

一般財団法人 
北里環境科学センター 

2017 年 4 月 
北環発 
2016_0069 号 

 

 

 

 本リリースの転載、複製等による第三者の表示物について、当社は一切関知するものではありま

せん。 

 本リリースに掲載されている情報や本リリースの参照を特定商品と関連付けて表示した場合、薬

機法（医療品、医薬機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律）、景品表示法（不当

景品類及び不当表示防止法）等に抵触する恐れがあります。 

 

 

 


